
一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ 

ファシリテーター 柳澤一（（株）フィックスターズ） 

ＩＶＩ公開シンポジウム – Autumn - 

東芝メモリ(株)、株式会社 新川、アナログ・デバイセズ（株） 
三井物産エレクトロニクス（株）、アズビル株式会社、（株）日進製作所
（株）デバイス＆システム・プロセス開発センター    
東京エレクトロンデバイス（株）、信和産業（株） 

予知保全とリアルタイム品質管理
を支える次世代IOT 

次世代IoT(IVIﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）・AIビジネスが見えてきた！  
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IoT化のコスト・リソース不足 設備保全がやり切れない 

設備故障・品質
不良が事後でし
か分からないこと
が多い 

品質不良の要因
が設備故障であ
ることが多い 

抜取検査しかで
きず、不良が大
量に発生する場
合がある 

匠でなければ故
障予知は困難 

匠の5感や判断
基準は定量化さ
れていない 

人の作業・判断
が定量的に評価
できていない 

高価な機器・プ
ラットフォームは導
入できない 

人の作業・判断
のバラツキで条件
設定・対処が変
わる 

自動化はコストが
かかり、人手作
業に頼らざるを得
ない 

自動化により、今
まで作業者が気
付けていた故障
が見逃される 

設備故障が別トラブル誘発 人の五感は完全では無い 

センサーでデータ
を集めても、分析
するリソースが無
い 

品質・設備状態
の自工程完結が
できていない 

匠でも全ての設
備故障の予知は
困難 

保守部品は全て 
用意するのは困
難 

数週間前には 
故障予知したい 

人に頼った設定
条件により品質
にばらつきが発生 
する 

データ取得後に
傾向分析・活用
が出来ていない 

（3B03問題発見⇒AS-IS ⇒To-Be⇒問題解決） 

設備故障・品質
不良の真因に辿
り着くのが困難 

保全作業は 
危険であるなど 
困難な作業を 
伴うことがある 

予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT 
コトのビジネス化を狙ったIVIプラットフォームを！！ 



Copyright 2017 (IVI) Industrial Value Chain Initiative 

製造 

設備 

データ 
センサー 

エッジ 
コンピューター 

自律制御 

異常通知 

データ 

クラウド 

生産技術 

設備状態 
定量化 

生産現場 

工場 

事務所 

SIer 

API 

コンサル 

APIサイト 

API 

A社 公開 

予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT 
コトのビジネス化を狙ったIVIプラットフォーム・コンサルビジネス 

可動率向上 
歩留まり向上 

設備条件最適化 
働き方改革 コトのビジネス 

運営 

3B03 目指す姿(3B03-1適用の場合：システム構成） 

リアルタイム(データ階層１) 
（ﾃﾞｭｰﾌﾟﾃﾞｰﾀ） 

特徴抽出(データ階層２) 
（ＡＩ,RNN） 

インシデントデータ 
(データ階層３） 

タイムアセット管理、無線 

ＷＧ３Ｂ０３－３：予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT  

IVI標準モデルを実装 

(IVRAプロファイル) サーバー 



・2016年度シナリオWG(みんなの予知保全)の活動で培った困りごと解決
手法をベースに今年度は、IVI標準モデル(IVRAプロファイル)を実装し、 
『次世代IOTを活用の故障予知プラットフォーム』に登録。 
 
 

ＷＧ３Ｂ０３－３：予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT  

補足～ IVI標準型・故障予知プラットフォーム実現を目指す ～ 

WG3B03-2から抜粋 
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3B03-1 

3B03-2 

3A01 
モノとつながる
品質データ 

 

北陸、他 

3B03-3 実証検証 スケジュール 

測定,解析 

設備の予知
保全とリア
ルタイム加
工品質管理 

実装 
誰でも出来
る予知保全
と品質管理 

実証 

検証 

測定,解析,IVRA(データプロファイ

ル）の実装（IVIコポーネント準備） 

測定方法

の検討 

実証 

検証１ 

測定,解析準備 

ＷＧ３Ｂ０３－３：予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT  

セグメント連携

の事前準備 
測定方法の検討 

AS-IS,TO-BE 

 実証検証準備 

実証検証１, 

  解析評価 

実証 

検証２ 
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【実証実験１０式】 
  実験先   ：３B03-1,２、３A01 企業 

  対象設備：自動溶接ライン、フォーマー、加工装置、マシニングセンター等：10式 

  対象製品：上記・量産設備一式 
  特徴      ：次世代IOT（ｴｯｼﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾀ）に多様なセンサーを取り付け 
                   リアルタイムデータ管理から機械学習（AI)機能を組み込む 
    収集データ :AE、振動、電流、画像、荷重,設備データ,リーダー(Rftag,QR)・・etc．       

【目指す姿】 3B03、3A01連携（繋がるｴｯｼﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾀ） 
  ①超簡単予知保全：センサーとエッジコンピューターで自動予知保全実現 

  ②予知保全サービス：プラットフォーム(API)を利用し、蓄積されたデータからAI学習 

  ③設備の予知保全とリアルタイム加工品質管理、モノとつながる品質データ(3A01)   

【課題】 
  ① 「IVRA」プロファイルでのデータ運用検証と工場間をまたぐIoTの利活用 

  ② 多種多量のデータから変化点を学習する手段  

 

予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT 

3B03-1,2、3A01 と強力に連携しながら 
実証実験を進めていきます 
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補足 ～ デュープデータ対応リアルタイムＡＩ実装を標準に ～ 
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デュープデータ 
AIによるリアルタイム 

異常カテゴリ判定システム 

膨大な各種センサーデータのタイムアセット管理 
＆各種インバリアント解析の適用 

正常品 

異常C 
異常B 

異常A 

WG3B03全般から抜粋 

ＷＧ３Ｂ０３－３：予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT  


